


２．ガス事故について

３．台風及び豪雨時の情報収集・報告について

４．立入検査について
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５．ガス事業法の手続きは保安ネットで!!

６．ガス事業法関係の改正等について

１．ガス事業法における保安と技術基準

内 容
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１．ガス事業法における保安と技術基準



①ガス事業法の趣旨

制定：昭和２９年 ※大改正  昭和４５年（技省令、技告示制定）

 平成１２年（技術基準の性能規定化）

   平成２９年４月１日（ガス全面自由化）

目的：ガスの使用者の利益を保護し、及びガス事業の健全な発達を図るとともに、

ガス工作物の工事、維持及び運用並びにガス用品の製造及び販売を規制

することによって、公共の安全を確保し、あわせて公害の防止を図ること。
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１．ガス事業法における保安と技術基準

（１）ガス事業法の趣旨と責務



②ガス工作物に係るガス事業者の責務

ガス工作物の保安確保は、ガス事業者の自主的な保安体制による。

 a）ガス工作物を技術上の基準に適合するように維持する義務 

法第２１条第１項、第６１条第１項（法第８４条第１項において準用する場合を含む。）及び第

９６条第１項

 b）ガス工作物の工事、維持及び運用に関する保安を確保するため、保安規程を

定め、届け出るとともに遵守する義務

法第２４条第１項～第４項、第６４条第１項～第４項（法第８４条第１項において準用する場合

を含む。）及び第９７条第１項～第４項

 c）ガス主任技術者を選任し、ガス工作物の工事、維持及び運用に関する保安の

監督をさせる義務

法第２５条第１項、第６５条第１項（法第８４条第１項において準用する場合を含む。）及び第

９８条第１項
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２．ガス事故について



1. ガス事故について

（１）２０２２年の集計結果について（旧一般ガス・旧簡易ガス）

① 事故報告件数について

１）全国において４０４件発生し、前年の３６８件より３６件増加した。

２）九州管内においては２５件発生し、前年の１６件より９件増加した。

② 死傷事故報告件数について

１）全国において死亡者を伴う事故は１件（死亡者２名、負傷者１名）発生している
（前年の死亡事故は０件）。

２）全国において人身事故（死亡および負傷事故を指す。以下同じ。）（ＣＯ中毒を
含む）は１２件発生している。（前年の人身事故（ＣＯ中毒を含む）は２０件）

３）全国の死傷者数（死亡および負傷者数を指す。以下同じ）（ＣＯ中毒を含む）は
３１人で、前年より５人増加した。

４）九州管内におけて人身事故は１件発生し、前年より２件減少した。負傷者数は１人
で、前年より４人減少した。

8













（２）各段階別事故状況について

① 製造段階

202２年の製造段階での事故は、全国で６件発生した。

九州管内では発生していない。死傷事故は発生していない。
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１）製造設備（特定製造設備を除く）における事故 ２件

【内訳】

①福島県沖地震による製造支障（配管の沈下等） １件

②落雷による製造支障（制御監視装置の損傷）  １件

２）特定製造設備における事故 ４件

【内訳】

①ガス切れによるもの ３件

②ガス工作物の不備によるもの １件

（ストレージタンクの受入用ホースの液封・膨張による漏えい）



② 供給段階

全国の供給段階における事故は、２７１件発生し、前年と比べると２５件増加、２０２２年の
事故件数全体の約６７％を占めている。

原因別にみると、他工事による事故が１０６件と最多であり、供給段階事故の約３９％を占め
ている。また、経年劣化による事故を含むガス工作物の不備による事故が７９件、導管工事等の自
社工事による事故が１３件であった。

死亡事故は発生せず、負傷事故は３件（７名）発生しているが、導管工事等の自社工事によ
る事故であった。

九州管内で供給段階における事故は、１６件と前年より８件増加した。２０２２年の事故件数
全体の６４％を占めている。原因別でみると、サンドブラスト・差し水による事故７件、他工事による
事故３、劣化・その他事故６件であった。

（２）各段階別事故状況について
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③ 消費段階

全国の消費段階における事故は１２７件発生し、前年と比べると１６件増加、２０２２年の
事故件数全体の約３１％を占めている。

現象別にみると、漏えい・着火に係るものが1２4件（約98％）、不完全燃焼（ＣＯ中毒）に
係るものが３件（約２％）となっており、漏えい・着火事故に係るものがそのほとんどを占めている。

人身事故（ＣＯ中毒を含む）は９件発生し、うち死亡者を伴う事故が１件（死者２名、負傷
者１名）発生している。ＣＯ中毒事故は３件（１６人）発生している。

九州管内で消費段階における事故は、９件と前年から１件増加した。人身事故は１件（負傷
者１名）、CO中毒事故は、前年１件（負傷者３人）発生したが、２０２２年は、発生してい
ない。

（２）各段階別事故状況について
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ガス安全小委員会資料
（令和４年１０月４日）

３．（略）
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ガス安全小委員会資料
（令和４年１０月４日）
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ガス安全小委員会資料
（令和４年１０月４日）
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ガス安全小委員会資料
（令和４年１０月４日）
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ガス安全小委員会資料
（令和４年１０月４日）



事故事例２【他工事による供給支障事故（令和４年１月８日）】（製造段階）

１．事故概要

需要家から「ガスが使えない」との通報を受け、特定製造所を確認したところ全容器のガス切れに
より供給圧力が低下していることが判明した。

２．被害状況

供給支障：１４３戸（約２時間）

３．原 因

当該特定製造所への容器の配送は自主配送であり、配送担当者が在庫管理・配送計画の策
定、配送を行っていた。

事故直近の配送時、当該配送担当者の残量確認に関する知識が不足していたことから、残量
確認時、予備側の残量を６０％程度と判断していたが、実際はそれ以下であったと推測される。ま
た、誤った認識のもと他の再送業務の都合で当該特定製造所への配送時期を先送りにしてしまっ
たことで今回の事態に至った。

４．再発防止対策

配送管理体制の改善、配送予定日の職員間での共有、配送予定のシステム管理、ダブルチェッ
ク体制の構築、配送に関する社内教育の実施など
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（３）他管内の事故事例





事故事例４【他工事により交通困難を招来した事故（令和４年９月１３日）】（供給段階）

１．事故概要

家屋解体工事業者がガス会社に連絡をせず重機で掘削を行った
ことにより、灯外内管を破損し ガスが漏えい。ガス事業者が現場に
到着した際には、通報により駆け付けていた消防及び警察に よって
付近の道路約５０ｍで交通規制が行われていた。

２．被害状況

交通困難の招来。

３．原 因

家屋解体工事業者からガス事業者への事前協議が無く、ガス管
の位置を把握しないまま掘削作業が行われたため。

４．再発防止対策

定期的な団地内巡回の徹底。閉開栓手続き時の連絡等徹底。
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（４）九州管内の事故事例

事故現場



事故事例５【工具破損による供給支障事故（令和４年１２月２日）】（供給段階）

１．事故概要

住宅新築工事に際してガスを使用しないことから灯外内管の撤去の依頼があり、ガス事業者
社員がスクイーズオフ工法にてガス管の切断を行う際、ガス管を止めていた工具が破 損しガスが
漏えいした。当該箇所は最上流であり中間バルブも無いため、特定ガス製造所のバル ブを閉止
したことで供給支障に至った。

２．被害状況

供給支障：４０戸（約１時間）

３．原 因

• スクイーズオフ工法に使用する工具の破損。

• 工具の管理不良。

４．再発防止対策

工具の定期的な検査の徹底。計画的な更新の徹底。
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（４）九州管内の事故事例

破損した工具
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ガス安全小委員会資料
（令和２年１２月８日）

（参考）近年の他工事事故に対する本省の動きについて
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ガス安全小委員会資料
（令和２年１２月８日）
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←５月２３日付けで本省ガス安全室より国土
交通省に対し注意喚起するよう依頼を実施し
た。
併せて、一般社団法人日本ガス協会、一
般社団法人全国ＬＰガス協会等にも、ガス
事業者等を通じて消費者等にも依頼。

↓塗装等工事関係者向け注意喚起チラシ







１．事故概要

業務用の厨房において、ガスコンロに点火したとこ
ろ、コンロの接続部から漏れ出たとみられるガスに引
火し、近くにあった浄水器用ホース及びコンロ用強
化ガスホースが焼損した。なお、ガス漏れ警報器は
設置されていなかった。

２．被害状況

強化ガスホースの焼損

３．原 因

コンロ用強化ガスホースとガスコンロとの接続部が
緩んだ状態で使用したため、接続部よりガスが漏れ
出たと推測される。

４．再発防止対策

需要家へのガス安全使用の周知、コンロ接続用
強化ガスホースの更新など

事故事例１５【漏えい・着火（令和４年９月１８日）】（消費段階）

（４）九州管内の事故事例
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浄水器用ホース及び
コンロ用強化ガスホース

コンロ用強化ホースの抜け





（参考１）九州管内で発生したガス事故一覧（ガス事業法関係）
※旧簡易ガスの事故は黄色で網掛け 【令和４年】
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番号 発生日 発生地域 ガス事業区分 災害・事故の概要

1 1/11 福岡県 小売（特定）

団地の駐車場において、照明の電源ケーブルの支持物（ポール）を重機にて撤去中、誤ってボンベハウス
から団地全体への供給管（ＰＥ管）を損傷した。これにより当該団地全戸（集合住宅３棟：７０
戸）の供給支障が発生した。
同日、損傷個所を取替え復旧した。
【原因：他工事】

2 1/27 鹿児島県 一般導管

ガス臭に気付いた外壁塗装業者の通報を受けた消防から当該ガス事業者に連絡があった。現場調査の
結果、ビル北側裏手の灯外内管地上立ち上り継手部分（ネジ山腐食箇所）からの漏えいを確認。テー
プ巻きによる仮修理を行い、同日１３時４０分に避難解除となった。
今回事故の原因箇所となった灯外内管の直近の定期検査は、令和２年９月７日に実施しており、漏
えい等問題は認められなかった。
【原因：灯外内管の経年による腐食】

3 2/4 福岡県 一般導管
飲食店需要家が開店の準備中、店舗内のガス機器(鋳物コンロ)に点火したところ爆発したとの通報が入
り、ガス事業者が調査した結果、店舗内の灯内内管(露出部)からのガス漏洩を確認した。
【原因：灯内内管の経年による腐食】

4 3/13 宮崎県 一般導管

需要家から「ガスが出ない」との通報により、調査した結果、当該地区のガス管に水が流入していることを確
認。周辺需要家５５戸が供給支障となった。
上水道の漏水に伴うサンドブラスト現象により当該ガス管の一部を損傷し、当該箇所から水道水が流入し
たものとみられる。
同日、損傷個所を取替え復旧した。
【原因：サンドブラスト】

5 4/4 長崎県 一般導管

製造工場において計装空気用のコンプレッサーが破損したことにより製造が停止したが、宿直室の警報が
発報せず、朝にガス管圧力低下のアラームが警鳴するまで気づいていなかった。コンプレッサーの仮復旧によ
り製造を復旧したが、諫早市内の供給地区約20,000戸が供給停止となった。また、一部の地区ガバ
ナーの圧力調整に手間取ったことで、完全復旧は翌日の午後１２時となった。
【原因：製造設備のコンプレッサー破損が主原因】
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番号 発生日 発生地域 ガス事業区分 災害・事故の概要

6 4/14 鹿児島県 一般導管
消防よりガス管に車両が衝突しガスが噴出していると入電。警察による交通規制１３０ｍ（６：５５～
７：３０）。損傷箇所のネジ山部を取り外しプラグ止めにて修理完了。
【原因：車両の接触】

7 4/18 宮崎県
小売

消防より火災発生の通報を受け出動したところ、台所が焼損していた。需要家によるとガス炊飯器を電気
炊飯器に取り替え、ガス炊飯器は電気店が取り外しを行った（ゴムキャップ取付は不明）。日頃、習慣的
にガス栓を操作していたことから、誤って２口ガス栓を開放状態にしたため、未燃焼ガスが漏洩し、使用中
のガスコンロ燃焼炎に漏出した未燃焼ガスが着火したものと推定される。
【原因：ガス栓の誤開放】

8 5/12 福岡県 小売

業者がマンションの外壁塗装工事の際、RF式瞬間湯沸器の排気トップを養生シートで覆い、需要家がそ
の状態で使用したため、正常な燃焼とならず未燃ガスが内部滞留し、着火操作を繰り返したことによって異
常着火に至った。当該瞬間湯沸器のフロントカバーが変形し、その際パイプシャフトの扉が開き、パイプシャ
フト前にいた住民が負傷した。
【原因：RＦ式瞬間湯沸器の異常着火】

9 6/21 福岡県 一般導管

需要家より「ガスが出ない」との通報が入り、調査した結果、当該地区のガス管内に水が流入し滞水してい
ることを確認した。供給支障戸数は周辺需要家１７０戸。給水管（鋼管：口径 75mm）からの漏
水により灯外内管（塩化ビニル被覆鋼管：口径100mm）の一部を損傷し、損傷箇所より水道水が
流入したことによる。
【原因：サンドブラスト】

10 7/1 福岡県 一般導管

コンロ付近より出火し、コンロ本体及び台所の壁面が焼損した。コンロ本体及びガス栓を含む灯内内管に
は漏えいはなく、ソフトコードの器具側接続部から微量のガス漏えいが確認された。ソフトコードが硬化してい
たことから、当該箇所からガスが漏えいし、何らかの着火源（コンロを使用していなかった）により引火した。
【原因：ソフトコードの劣化】

（参考1）九州管内で発生したガス事故一覧（ガス事業法関係）
※旧簡易ガスの事故は黄色で網掛け 【令和４年】
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番号 発生日 発生地域 ガス事業区分 災害・事故の概要

11 7/5 福岡県 小売

需要家が２口ガス栓の機器未接続側を誤開放し、旧型ガス栓キャップ(気密性無し)が劣化していたため、
ヒューズ機能が働かない程度の微量ガスが流出、コンロの点火スパークにより引火し、ガス栓・ソフトコード及
びフレキ配管被覆が焼損した。
【原因：ガス栓の誤開放】

12 7/5 熊本県 一般導管

需要家より「ガスが出ない」との通報が入り、調査した結果、当該地区のガス管内に水が流入し滞水してい
ることを確認した。供給支障戸数は周辺需要家31戸。給水管（ポリエチレン管：口径 13 mm ）から
の漏水によるサンドブラスト現象で本支管（ポリエチレン管：口径 50 mm）の一部を損傷し、損傷箇所
より水道水が流入したことによる。
【原因：サンドブラスト】

13 7/22 福岡県 一般導管

ガス栓を繰り返し開閉したことにより、ガス栓つまみを固定しているナットが緩み・脱落、ガス栓つまみ部からガ
スが漏れ、コンロに火をつけた際、着火しソフトコードが焼損した。需要家がメーターガス栓を閉止し、自然に
鎮火した（圧力低下によりマイコンメーター遮断）。
【原因：ガス栓の損壊】

14 8/2 福岡県 小売
点火するため鋳物コンロを移動させた際、接続されていた強化ガスホースの機器側接続部に過度な応力が
かかり微量なガス漏えいが発生し、点火棒で点火した時の炎が着火原となり、強化ガスホースが焼損した。
【原因：強化ガスホースの劣化】

15 8/18 福岡県
一般導管

需要家より「ガスが出ない」との通報が入り、調査した結果、当該地区のガス管内に水が流入し滞水してい
ることを確認した。供給支障戸数は周辺需要家335戸。
【原因：サンドブラスト】

（参考１）九州管内で発生したガス事故一覧（ガス事業法関係）
※旧簡易ガスの事故は黄色で網掛け 【令和４年】
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番号 発生日 発生地域 ガス事業区分 災害・事故の概要

16 8/28 福岡県 一般導管
需要家より「ガスが出ない」との通報が入り、調査した結果、当該地区のガス管内に水が流入し滞水してい
ることを確認した。供給支障戸数は周辺需要家278戸。
【原因：サンドブラスト】

17 9/11 熊本県 一般導管

需要家より「ガスが出ない」との通報が入り、調査した結果、当該地区のガス管内に水が流入し滞水してい
ることを確認。供給支障戸数は周辺需要家133戸。
給水管（ポリエチレン１層管：口径 20 mm ）からの漏水によるサンドブラスト現象で本支管（ダクタイ
ル鋳鉄管：口径 200 mm）の一部を損傷し、損傷箇所より水道水が流入した。
【原因：サンドブラスト】

18 9/13 福岡県 小売（特定）

家屋解体工事の際、灯外内管（ＳＧＰ２０Ａ）を破損しガスが漏えい。１９時１０分頃にガス事業
者が現場到着した時、既に消防及び警察が到着しており、片側１車線の道路約５０ｍを封鎖及び一部
片側通行の規制がされていた。復旧工事完了後、ガス漏えいが無いことを確認し２０時３０分頃に道路
の規制を解除した。
【原因：他工事】

19 9/18 福岡県 小売

需要家より、コンロ下部から炎が上がったとの通報を受け、ガス事業者が現場に出動したところ、コンロ用強
化ガスホースの機器側接続が外れており、コンロ下部左側に位置する 浄水器用ホースが焼損している事を
確認した。火は、需要家にて既に消火済みであった。
【原因：強化ガスホース接続部のゆるみ】

20 10/8 福岡県 一般導管

解体業者が建物解体中、グラインダーにて灯外内管（白ガス管・口径32 ㎜）を損傷し、漏出したガスに
着火したことにより火災（建物へ延焼）に至った。当該解体業者(他工事業者)の事前照会及び当日の
立会要請もなく、需要家（メーター除去中）の建物解体工事を実施したことによる。
【原因：他工事】

（参考１）九州管内で発生したガス事故一覧（ガス事業法関係）
※旧簡易ガスの事故は黄色で網掛け 【令和４年】
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番号 発生日 発生地域 ガス事業区分 災害・事故の概要

21
10/31 熊本県 一般導管

需要家より「複数回マイコンメーターが遮断した」との通報が入り、調査した結果、当該建物（高層建物）
のガス管内（灯外内管）に水が滞水していることを確認した。供給支障戸数は周辺需要家３４戸。
【原因：差し水】

22 12/2 熊本県 小売り（特定）

新築工事中の住宅において、ガスを利用しないため灯外内管を撤去して欲しいとの連絡があり、事業者に
てスクイーズオフ工法を行いガス管の切断を行っていた際、ガス管を止めていた工具が破損し、ガスが漏えい
した。中間のバルブがない、最も上流の箇所だった為、特定製造所のバルブを閉止し、供給支障（４０
戸）となった。【原因：工具の破損】

23 12/10 鹿児島県 一般導管

一般集合住宅において非常ベルが鳴り、警察及び消防が出動したところ、ガス臭がしたので、消防による住
民の避難、警察による交通規制が実施された。ガス事業者が引込管のガス遮断装置を閉め、保安閉栓を
実施した（閉栓戸数３４戸）。灯外内管の可とう管継手（３２mm）からのガス漏えいを確認したた
め、テープ巻による応急処理を実施し、交通規制等は解除された。
【原因：灯外内管（可とう管継手）の劣化】

24 12/16 鹿児島県 小売り

需要家がビルトインガスコンロを点火した後、点火操作スイッチ部分より火が出たため、水をかけ消火し、
メーターガス栓を閉止した。ガスコンロを分解したところ、ガスバルブが焼損しており、当該箇所からガスが漏え
いしと推測される。
【原因：ガスコンロの劣化】

25 12/25 長崎県 小売り

需要家がBF式風呂釜を使用中、火が出たため、ガス栓を閉止し消火した。当該風呂釜の内部配線が焼
損し、外面が焦げた。風呂釜設置後、２０年以上経過しており、日々の点火作業等の振動により、機器
接続部のビスが緩み、当該箇所からガスが漏えいしたと推測される。
【原因：ＢＦ式風呂釜の劣化】

（参考１）九州管内で発生したガス事故一覧（ガス事業法関係）
※旧簡易ガスの事故は黄色で網掛け 【令和４年】



（参考２）九州産業保安監督部への報告にあたっての留意点

①製造・供給に係る事故は、事故発生時から２４時間以内に報告。

②消費に係る事故は、事故を知った時から２４時間以内に報告。

１．報告にあたっては先ず電話。(夜間・休日は「携帯電話」へ）

２．特に、次の場合は、夜間・休日を問わず「速やかに」報告

３．事故速報による報告

①人損事故（疑い、可能性を含む） ※人損事故とは、死亡、負傷、中毒又は酸素欠乏症

②火災認定事故（疑い、可能性を含む）

③社会的な影響・関心が大きい事故

①警察、消防による検証又は需要家が入院等のため事故状況等が不明な場合

事故概要、人損の程度、事故原因等は分かる範囲で記載し、「詳細は調査中」と記載する。
また、状況が確認でき次第「事故速報（第２報）」として報告。

※報告は、様式集の事故速報様式「ガス事故報告の運用について」を利用してください。

②事故詳報は、製造・供給に係る事故が発生した日から３０日以内、消費に係る事故

は発生を知った日から３０日以内に報告。
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令和５年3 月31 日に「ガス関係報告規則の一部を改正する省令」が公布されるとともに関連
通達である「ガス事故報告の運用について」の改正版（20230222商局第２号）が同日に
施行
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（参考２）（重要！）ガス事故の報告の運用が改正されました。

■主な改正事項 
供給支障事故の報告（規則第４条第１項の表第７号）
供給支障事故であって、供給支障戸数が３０以上５００未満のものが 事故報告の対象となっているところ、改正後は、１０
０以上５００未満のものを事故報告の対象とする。 

製造所における主要なガス工作物の損壊事故の報告（規則第４条第１項の表第９号）
最高使用圧力が高圧又は中圧の主要なガス工作物の損壊事故を事故報告の対象としているところ、このうち、製造所に関わ
るものについては、速報の対象から除外し、詳報のみ報告を求めることとする。 

速報の報告方法（規則第４条第２項）
速報は、電話、ファクシミリ装置その他適当な方法により行わなければならないとな っているところ、ファクシミリ装置の記載を削除
する。

交通困難の定義（通達３．３－１（９））
交通困難の定義について、「交通渋滞、公共交通機関の運行支障又は付近住民の往来困難等を招来 したもの」を「交通規
制により、①高速道路・ 国道・都道府県道において片側若しくは両側通行規制を来した場合、又は ②電車・バス等公共交
通機関について運行停止若しくは大幅な遅延を来し たもの」とする。

速報の報告方法（通達３．３－２（２））
速報の報告方法については（３）同様に速報の報告方法からファクシミリを削除す る。 





３．台風及び豪雨時の情報収集・報告について
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【取扱注意】

３．台風・豪雨時の報告について
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• 台風・豪雨時における監督部への報告については、ＭＥＴＩルールに基づき、被害が発生していない場合でも臨
時対応開始（終了）報告を専用様式で保安課メール（bzl-kyushu-hoanka@meti.go.jp）あてに送信を
お願いします。メールが使用できない場合はＦＡＸ、またＦＡＸも使用できない場合は、電話で報告（休日・夜
間は防災携帯へ連絡）をお願いします。

• なお、夜間・休日にメールで報告する際には、保安課のメール（bzl-kyushu-hoanka@meti.go.jp）以外に
保安課長及び補佐の防災携帯メールの追加をお願いします。

• 被害が発生している場合、専用様式によるメール又はＦＡＸによる報告に加えて、平日（勤務時間内）につい
ては、執務室に電話連絡（092-482-5527・5528）をお願いします。また休日及び夜間については、優先順
位①保安課課長②保安課課長補佐あてに電話連絡をお願いします。

保安課ＴＥＬ：０９２-４８２-５５２７、５５２８
保安課ＦＡＸ：０９２-４８２-５９３２ 
保安課メール：bzl-kyushu-hoanka@meti.go.jp 

＜休日・夜間＞ （注）優先順位は○番号順
①保安課課長
②保安課課長補佐



３．台風・豪雨時の報告について
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１．臨時対応開始の報告
 供給エリアにおいて、下記の（１）又は（２）の状態となり臨時対応を開始した際は、別添様式（エクセルファイル）にて「臨時
対応開始」を報告願います。 
 （１）警戒レベル４相当の「土砂災害警戒情報」等が概ね４時間以上継続発表
   （２）市町村から警戒レベル４「避難指示」が発令
ただし、個別の地域、個別の状況に応じて政府として必要と判断し、被害情報収集の指示が発出された場合、当
該指示に基づき個別対応
２．報告対象事象
臨時対応開始後において、供給エリアにおいて、明らかに台風・豪雨による影響で発生したと判断される以下の事象が発生した際は、
報告単位毎に別添様式（エクセルファイル）にて報告願います。

※差水による供給支障は、その直接的な原因がガス管・継手部の腐食であるため、対象外とする。また、建物倒壊や浸水等の需要
家側の事情に伴って、予防保全のためにガスの供給を停止した場合も対象外とする。
３．臨時対応終了の報告
 １．の（１）又は（２）が解除になってから２４時間経過後、臨時対応を終了した際には、別添様式（エクセルファイル）にて
「臨時対応終了」の報告をお願いします。

報告事象 報告単位 報告様式 報告方法

土砂崩壊等による本支供給管の折損又は特
定ガス発生設備等の浸水等に伴う１００戸未
満の供給支障

１～３０戸未満
３０～６０戸未満
６０～１００戸未満
１００戸以上（事故報告対象）

様式
（エクセルファイル）

メール（メール
不可の場合は
電話でも可）

ただし、被害
が発生した場
合電話でも報
告

早急に防護が必要と判断される高圧・中圧の
導管露出 

１事象毎

供給支障に至る卸供給の途絶等 １事象毎
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（参考４）
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（参考４）
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（参考４）
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４．立入検査について



＜ガス事業法第１７２条第１項＞

経済産業大臣は、この法律の施行に必要な限度において、その職員に、ガス事業者、準用事業者又はガス用品の製
造、輸入若しくは販売の事業を行う者の営業所、事務所その他の事業所に立ち入り、帳簿、書類その他の物件を検査
させることができる。

ガス事業者においては、ガス工作物の工事、維持及び運用に関する保安規程及びガス主任
技術者制度を柱とする自主的な保安体制の確保を図ることとされているところです。
ガス事業者が日頃実施している業務、保安等について、それが適正に行われていることを国と
して確認するために、本法律の施行に必要な限度において、経済産業省の職員を事業所に立
ち入らせて、ガス工作物、帳簿、書類、その他の物件を検査することができるものとされています。
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（１）保安確保のための制度（立入検査）

ガス事業者の法令遵守等を確認し、ガス事業法の執行の適正化を図る。



①立入検査の目的

ガス事業者の法令順守等を確認し、ガス事業法の執行の適正化を図る。

⚫ ガス小売事業者の消費機器の調査・周知に係る保安業務に関する立入検査

① 保安業務規程の遵守状況（消費機器に係る調査・周知の実施状況等）

② その他保安業務に関する規定の遵守状況

⚫ ガス事業者のガス工作物の工事、維持及び運用に係る保安業務に関する立入検査

① 技術基準の適合状況

② 保安規程の遵守状況

③ ガス主任技術者の選任状況並びにガス工作物の工事、維持及び運用に関する保安監督の

職務の状況

④ 使用前自主検査及び定期自主検査の実施状況

⑤ その他ガス工作物の保安に関する規定の遵守状況
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年   度 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

事  業  者  数 ２０ ２３ ７ ７ ９

法 令 違 反 数 ０ ０ ０ ０ ０

（２）令和４年度の立入検査結果 （旧簡易ガス事業者）

立入検査の実施状況（過去５年）

令和４年度 立入検査での改善指導事項の件数

改善指導事項の内容 件数

保安規程の未遵守 １

保安業務規程の未遵守 １

工作物等の不備 ０

記録の不備 ２

保安教育の不備 ０
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（３）立入検査結果による改善指導

《法令違反の場合》

・後日、九州産業保安監督部長名により「改善指導書」を交付し、「改善結果の報告書」の提
出を求める。

・違反内容が恒常的又は悪質な場合は、厳重注意（文書）のうえ、事業者名及び法令違反の内
容を九州産業保安監督部ホームページで公表。

・改善指導に従わない、改善内容が不十分な場合は、「技術基準適合命令」、「保安規程変更
命令」又は「保安業務規程変更命令」を交付する。

・その後、違反事項の改善進捗状況を随時フォロー。

《法令違反の疑義があり改善の必要がありと認められた場合》

・検査終了時に「立入検査結果の確認書」を作成のうえ、事業者責任者、ガス主任技術者及び
保安業務監督者等との双方にて確認し、「改善報告書」の提出を求める。

・その後、改善進捗状況を随時フォロー。

61





（４）立入検査の改善指導事項の内容（令和４年度）

【保安規程遵守】
◆バルク貯槽巡視点検、検査に関する事項が保安規程第別表第２に記載されていない。

（法第２４条第４項）

◆６ヶ月に１回以上実施する検査記録に安全弁に関する項目が不足している
（法第２４条第４項）

◆保安規程第１４条第３項別表第２に定める点検の内容が記録として不足している。
（法第２４条第４項）

◆保安規程第５条第１項第２号ホに定める同規程第４１条について、保安主任者が確認した記
録がない。 （法第１０条第４項）
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「立入検査結果の確認書」を交付し改善報告を求めたもの

（参考）
※（保安規程）
第二十四条 ガス小売事業者は、ガス小売事業の用に供するガス工作物の工事、維持及び運用に関する保安を確保するため、
経済産業省令で定めるところにより、保安規程を定め、事業（第三十三条第一項の自主検査を伴うものにあつては、その工事）
の開始前に、経済産業大臣に届け出なければならない。

２ ガス小売事業者は、保安規程を変更したときは、遅滞なく、変更した事項を経済産業大臣に届け出なければならない。
３ 経済産業大臣は、ガス小売事業の用に供するガス工作物の工事、維持及び運用に関する保安を確保するため必要があると認めるときは、
ガス小売事業者に対し、保安規程を変更すべきことを命ずることができる。

４ ガス小売事業者及びその従業者は、保安規程を守らなければならない。

















５．ガス事業法の手続きは保安ネットで!!
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保安ネットとは、産業保安・製品安全関連法令に関する申請手続を窓口まで行かなくてもオンライン
で記入・申請・審査状況の確認、交付される通知文書の確認が行えるシステムです。

また、２０２０年６月から電子申請の対象外の法令手続についても申請書類・添付書類をＰＤ
Ｆファイルにして保安ネット内の簡易申請フォームから提出ができるようになりました。

<保安ネット(電子申請)でできること>

• ２４時間３６５日いつでも届出・申請が可能
※簡易申請も可能

• 入力補助機能でミス無く簡単に入力できる

• 再提出や以前申請した内容の変更手続が簡単に
できる

• 届出・申請の履歴および処理状況の確認が簡単
にできる

• 承認後の通知文書がネットで閲覧・確認できる

（１）ガス事業法の手続きが保安ネット（電子申請）でできます
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⚫ ガス事業法の一部改正（公布日：令和４年６月２２日）

① 認定高度保安実施ガス小売事業者等に係る認定制度の創設（施行日：公布の日から起算して１年６月を超
えない範囲内）

② 災害時連携計画の策定の義務化（施行日：令和4年９月１日）
https://www.meti.go.jp/press/2021/03/20220304004/20220304004.html

⚫ ガスの熱量及び燃焼性の測定方法を定める件（告示）の一部改正（令和4年12月20日） 
https://www.meti.go.jp/policy/safety security/industrial safety/sangyo/citygas/hourei/19fy.html#A08

⚫ ガス工作物技術基準の解釈例の一部改正（令和5年2月8日）
https://www.meti.go.jp/policy/safety security/industrial safety/sangyo/citygas/hourei/19fy.html#A13

⚫ ガス関係報告規則及びガス事故報告の運用の一部改正について（令和５年３月31日）
https://www.meti.go.jp/policy/safety security/industrial safety/oshirase/2023/03/20230331-02.html

⚫ 都市ガス分野の災害対応・レジリエンス強化に係る支援事業費補助金
https://gasproc.or.jp/current/subsidylist/r5 2/

⚫ 都市ガスの復旧対応に関する動画「災害からみんなの暮らしを守る～都市ガス保安業務～」
https://www.youtube.com/watch?v=Z8Phx9aWDrk

⚫ 住宅塗装工事等におけるガス機器の給気・排気部の閉塞による一酸化炭素中毒事故の防止について
https://www.meti.go.jp/policy/safety security/industrial safety/oshirase/2023/03/20230310-03.html

⚫ 建設工事等におけるガス管損傷事故の防止について
https://www.meti.go.jp/policy/safety security/industrial safety/oshirase/2023/03/20230310-02.html

⚫ 食品工場及び業務用厨房施設等における一酸化炭素中毒事故の防止について
https://www.safety-kyushu.meti.go.jp/toshigas/kyoutuu 1.htm



ご清聴ありがとうございました


